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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28年５月 13日に公表しました平成 29年３月期（平成 28

年４月 1日～平成 29年３月 31日）通期業績予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせ

いたします。 

記 

１．平成 29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

す る 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想 （Ａ） 
百万円 

58,000 

百万円 

1,000 

百万円 

900 

百万円 

600 

円 銭 

60.72 

今回修正予想 （Ｂ） 54,500 950 550 350 35.42 

増  減  額 （B－A） △3,500 △50 △350 △250  

増  減  率 （％） △6.0 △5.0 △38.9 △41.7  

（ ご 参 考 ） 前 期 通 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ） 
62,179 1,940 1,350 375 38.00 

 

２．修正の理由 

平成 29年３月期通期連結業績予想につきましては、中国経済減速による受注減少の影響に加え、 

経常利益については、第３四半期連結累計期間において計上した為替差損（768百万円）が、海外子会

社貸付金の回収や為替相場変動の影響等により改善するものの、一部差損が残る見込であることや、平

成29年４月１日からの持株会社体制移行に伴う有利子負債の借り換えを目的としたシンジケートローン

契約締結等に関する諸費用 110百万円を営業外費用に計上することにより、前回発表予想を下回る見込

です。当期純利益につきましても、経常利益における影響により前回発表予想を下回る見込です。 

 

以 上 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると 

判断する一定の前提に基づいているものであり、実際の業績等は今後の様々な要因によって異なる可能性があります。 


